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い
る
と
い
う
。

　
「
10
年
前
ぐ
ら
い
ま
で
、
ト
ヨ
タ

な
ど
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
電
気
電

子
の
学
生
を
採
る
こ
と
は
、
ま
ず
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
が
、
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
自
動
車
や
電
気
自
動
車
が

開
発
さ
れ
て
か
ら
、
数
多
く
採
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。今
、家
電
メ
ー

カ
ー
や
電
機
メ
ー
カ
ー
の
一
部
が
経

営
不
振
で
新
卒
の
採
用
を
控
え
て
い

ま
す
が
、
工
学
部
の
電
気
電
子
の
学

生
が
就
職
で
苦
戦
し
て
い
る
と
は
あ

ま
り
聞
き
ま
せ
ん
。
自
動
車
関
係
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
企
業
が
電
気
電
子
の

学
生
を
採
る
か
ら
で
す
」

　

今
、
メ
カ
ニ
ク
ス
（
機
械
工
学
）

と
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス（
電
子
工
学
）

が
融
合
し
た
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
機
械
で
用
い
ら
れ
て
い

工
学
部
の
学
科
は

４
つ
に
分
類
で
き
る

　

工
学
部
の
学
科
は
、
そ
の
名
称
か

ら
教
育
研
究
の
中
身
が
分
か
り
に
く

い
。
今
回
、
取
材
し
た
名
古
屋
工
業

大
学
工
学
部
の
高
木
繁
教
授
（
学
長

特
別
補
佐
︿
入
試
戦
略
担
当
﹀）
に

よ
れ
ば
、例
え
ば「
社
会
工
学
科
」「
環

境
都
市
学
科
」「
市
民
工
学
科
」「
土

木
学
科
」
は
、
基
本
的
に
同
じ
内
容

を
扱
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

工
学
部
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
学
科
が

あ
り
、
多
様
な
学
問
領
域
や
技
術
分

野
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
し
か
し
、

大
き
く
分
け
る
と
、
物
理
系
、
化
学

系
、
数
学
系
、
土
木
・
建
築
系
の
４

グ
ル
ー
プ
（
表
１
）
に
整
理
で
き
る

と
高
木
教
授
。
私
立
大
の
新
設
の
学

科
で
も
、
た
い
て
い
は
こ
の
分
類
で

分
け
ら
れ
る
と
い
う
。
分
野
を
ま
た

ぐ
学
科
は
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
整

理
す
れ
ば
、
ど
ん
な
教
育
研
究
の
内

容
な
の
か
大
づ
か
み
で
き
る
。

物
理
系
①

基
幹
分
野
の
機
械
や
電
気

近
年
は
生
物
学
や
医
学
が
流
入

　

工
学
部
を
代
表
す
る
学
科
と
い
え

ば
、
機
械
学
科
や
電
気
電
子
学
科
。

工
学
の
基
幹
分
野
で
あ
る
機
械
工
学

や
電
気
電
子
工
学
を
学
ぶ
。

　

機
械
工
学
は
、
物
理
の
力
学
と
熱

を
深
く
学
び
、
物
理
的
に
動
く
も
の

を
創
り
出
し
て
い
く
。
領
域
は
大
き

く
二
つ
。
一
つ
目
は
、
自
動
車
や
航

空
機
、
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
を
設
計
し
加

工
し
て
部
品
を
作
り
、
組
み
立
て
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
な
ど
で
制
御
す
る

機
械
を
作
る
領
域
。
も
う
一
つ
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
の
研
究
で
、
風

力
や
波
力
な
ど
に
よ
る
発
電
や
エ
ン

ジ
ン
な
ど
を
開
発
す
る
領
域
。

　

新
し
い
傾
向
と
し
て
、「
生
物
学

や
医
学
を
取
り
入
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
」
と
高
木
教
授
。
生
物
学
の

知
見
を
用
い
て
ロ
ボ
ッ
ト
の
新
し
い

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
作
り
出
し
た
り
、
人

工
臓
器
を
作
る
と
き
に
医
学
の
知
識

を
用
い
た
り
、
あ
る
い
は
「
医
工
連

携
」
で
手
術
支
援
シ
ス
テ
ム
や
歩
行

支
援
シ
ス
テ
ム
を
作
っ
た
り
な
ど
多

様
な
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

電
気
電
子
工
学
は
、
物
理
学
の
電

気
に
つ
い
て
深
く
学
び
、
新
し
い
電

気
製
品
や
半
導
体
製
品
の
技
術
を
研

究
し
て
い
く
。
最
近
は
、
自
動
車
産

業
も
主
要
な
対
象
の
産
業
に
入
っ
て

工学部の学科選びは
まず性

し ょ う

に合うかどうか
　工学部の学科は、種類が多く、どんな教育研究をしているのか分かりにくい。私
立大の工学部では、新産業を反映した新名称の学科が開設されることも多く、ます
ます分からない。「経営工学」「応用物理」など他学部との違いも分かりにくい。意
外と知らない工学部の中身や学科を整理した。

表１　工学部の学科の４分類

数学系
（情報） 物理系

土木・
建築系 化学系

特 集 工学部の意外と知らない世界
●特集　工学部の意外と知らない世界

る
と
の
こ
と
。

︿
意
外
と
知
ら
な
い
ポ
イ
ン
ト
﹀

・
機
械
工
学
は
、
機
械
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
用
の
２
領
域
。

・
生
物
学
が
入
る
新
し
い
動
き
。

・
電
気
電
子
工
学
で
は
メ
カ
ト
ロ
ニ

ク
ス
の
発
達
で
就
職
先
が
多
様
化
。

物
理
系
②

理
学
部
に
近
い

物
理
工
学
や
応
用
物
理

　

物
理
系
の
分
野
に
は
、
物
理
工
学

科
や
応
用
物
理
学
科
も
あ
る
。

　
「
物
理
工
学
や
応
用
物
理
は
、
簡

単
に
言
う
と
、
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

な
ど
を
使
っ
て
新
素
材
を
作
る
と
こ

ろ
な
ん
で
す
。
新
し
い
電
子
デ
バ
イ

ス
と
か
新
し
い
合
金
と
か
ね
。
物
理

を
深
く
学
び
ま
す
が
、
原
子
と
分
子

（
原
子
と
原
子
核
）
の
理
解
も
必
要

で
、
化
学
も
学
ん
で
い
き
ま
す
。

　

基
礎
的
な
研
究
が
多
く
、
研
究
の

ス
タ
イ
ル
は
理
学
部
に
近
い
と
の
こ

と
。高
校
生
の
中
に
は
、こ
の
イ
メ
ー

ジ
を
持
た
ず
、「
も
の
づ
く
り
」
を

強
く
意
識
し
て
こ
の
領
域
に
入
っ
て

し
ま
い
、
後
か
ら
「
少
し
違
う
」
と

思
う
こ
と
も
あ
る
よ
う
だ
。
逆
に
、

基
礎
研
究
を
し
た
い
場
合
は
進
路
の

選
択
肢
と
な
り
得
る
。

︿
意
外
と
知
ら
な
い
ポ
イ
ン
ト
﹀

・
物
理
工
学
や
応
用
物
理
は
新
素
材

の
研
究
が
多
い
。

・
基
礎
研
究
の
色
合
い
が
強
い
。

化
学
系

新
素
材
の
研
究
な
ど

理
学
部
に
近
い
内
容

　

工
学
部
の
化
学
系
の
分
野
は
、
新

素
材
や
新
材
料
、
そ
れ
ら
の
原
料
の

研
究
を
す
る
領
域
が
多
い
。
高
校
の

化
学
の
学
び
を
延
長
し
て
い
く
が
、

最
近
で
は
機
械
系
と
同
じ
よ
う
に
生

物
学
を
取
り
入
れ
た
研
究
も
増
え
て

い
る
と
い
う
。

　

例
え
ば
生
分
解
性
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
。

土
に
埋
め
る
と
分
解
さ
れ
る
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
が
す
で
に
開
発
さ
れ
て
い
る

が
、
さ
ら
に
人
体
の
中
で
分
解
さ
れ

る
も
の
を
新
た
に
作
れ
ば
、
手
術
の

糸
な
ど
に
使
え
る
。「
材
料
の
研
究

は
化
学
系
の
中
心
的
な
一
分
野
で
す
。

主
に
二
つ
の
方
向
性
が
あ
り
ま
す
。

一
つ
目
は
物
理
を
取
り
入
れ
て
い
く

方
法
。
二
つ
目
は
、
生
物
学
を
取
り

入
れ
る
方
法
。
最
近
は
、
医
薬
品
を

含
む
新
物
質
や
高
機
能
性
素
材
の
開

発
も
盛
ん
で
す
」

　

新
し
い
材
料
を
作
り
出
す
と
い
う

面
で
は
、
物
理
工
学
や
応
用
物
理
に

似
て
い
る
。
そ
の
研
究
ス
タ
イ
ル
も
、

や
は
り
理
学
部
に
似
て
い
て
、
基
礎

的
な
研
究
が
多
い
と
の
こ
と
。

　

新
し
い
材
料
を
作
る
研
究
は
「
縁

の
下
の
力
持
ち
」と
高
木
教
授
。「
そ

こ
に
生
き
が
い
を
感
じ
ら
れ
る
か
感

じ
な
い
か
は
、
お
そ
ら
く
性
格
に
よ

る
と
思
い
ま
す
」
と
の
こ
と
。

︿
意
外
と
知
ら
な
い
ポ
イ
ン
ト
﹀

・
化
学
系
の
研
究
は
素
材
関
連
が
多

く
、
基
礎
研
究
の
色
合
い
が
強
い
。

・
生
物
学
を
取
り
入
れ
た
り
、
医
学

と
の
連
携
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
。

数
学
系
（
情
報
）

バ
ー
チ
ャ
ル
の
世
界
で

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

　

代
表
的
な
学
科
名
は
「
情
報
工
学

科
」。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
駆
使
し

て
、
こ
れ
ま
で
で
き
な
か
っ
た
こ
と

表２　名古屋大学と名古屋工業大学の場合

数学系（情報）
〈名古屋大学工学部〉
電気電子・情報工学科（物
理系の分野も含まれる）
〈名古屋工業大学工学部〉
情報工学科／社会工学科
（土木・建築系の分野も
含まれる）

土木・建築系
〈名古屋大学工学部〉
環境土木・建築学科

〈名古屋工業大学工学部〉
社会工学科（数学系の分
野も含まれる）

物理系
〈名古屋大学工学部〉
機械・航空工学科／電気
電子・情報工学科（数学
系の分野も含まれる）／
物理工学科
〈名古屋工業大学工学部〉
電気・機械工学科／物理
工学科

化学系
〈名古屋大学工学部〉
化学・生物工学科

〈名古屋工業大学工学部〉
生命・応用化学科
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ー
の
前
に
座
り
、
バ
ー
チ
ャ
ル
の
世

界
で
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
す
。
こ
の

こ
と
に
面
白
さ
を
感
じ
ら
れ
る
か
ど

う
か
が
、
マ
ッ
チ
ン
グ
の
分
か
れ
道

だ
と
高
木
教
授
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

が
ち
ょ
っ
と
面
白
そ
う
だ
か
ら
と
選

ん
だ
学
生
が
途
中
で
辞
め
て
し
ま
う

ケ
ー
ス
が
比
較
的
よ
く
あ
る
よ
う
だ
。

「
楽
し
そ
う
に
学
ん
で
い
る
学
生
を

見
て
い
る
と
、
一
種
独
特
な
気
質
も

持
っ
て
い
ま
す
ね
。
あ
え
て
言
え
ば

『
オ
タ
ク
』
的
な
面
」

　

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
は
、
機
械
や
電

気
電
子
の
学
科
で
も
や
っ
て
い
て
、

こ
の
こ
と
を
高
校
生
は
よ
く
分
か
っ

て
い
な
い
と
高
木
教
授
。
同
じ
行
動

制
御
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
で
も
、
格

闘
ゲ
ー
ム
の
よ
う
に
バ
ー
チ
ャ
ル
の

世
界
で
理
想
的
な
動
き
を
追
究
す
る

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
も
あ
れ
ば
、
現
実

の
自
動
車
が
可
能
な
動
き
の
中
で
作

る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
も
あ
る
。「
ど
っ

ち
に
魅
力
を
感
じ
る
か
は
本
人
次
第

で
、
こ
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
こ
と

を
あ
ら
か
じ
め
知
っ
て
お
い
て
ほ
し

い
」
と
高
木
教
授
。

︿
意
外
と
知
ら
な
い
ポ
イ
ン
ト
﹀

・「
情
報
」
で
も
中
身
は
数
学
。

・
バ
ー
チ
ャ
ル
の
世
界
と
の
相
性
が

問
わ
れ
る
。

・
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
は
他
の
学
科
で

も
で
き
る
の
で
、
ど
こ
ま
で
や
り

た
い
か
を
考
え
て
お
く
の
が
大
事
。

土
木
・
建
築
系

街
づ
く
り
や
家
づ
く
り
を

考
え
て
い
く
分
野

　

土
木
・
建
築
系
は
、
学
び
の
内
容

が
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
こ
と
も
あ
っ

て
、
多
く
の
学
生
が
科
目
の
得
意
・

不
得
意
に
関
係
な
く
こ
の
分
野
に

入
っ
て
く
る
と
い
う
。

　
「
例
え
ば
、『
防
災
イ
ン
フ
ラ
を
や

り
た
い
』『
建
築
士
に
な
り
た
い
』

と
い
う
明
確
な
意
思
を
持
っ
て
入
っ

て
く
る
学
生
が
多
い
で
す
ね
。『
社

会
の
役
に
立
ち
た
い
』
と
明
言
す
る

学
生
が
多
い
の
も
特
徴
で
す
。
こ
こ

最
近
は
、
土
木
の
人
気
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
。震
災
の
影
響
で
し
ょ
う
か
」

　

大
学
選
び
で
大
切
な
の
は
、「
構

造
系
」
と
「
意
匠
系
」
の
バ
ラ
ン
ス

だ
と
い
う
。
大
学
に
よ
っ
て
ウ
エ
イ

ト
の
置
き
方
が
大
き
く
違
い
、「
意

匠
系
」
に
も
力
を
入
れ
る
大
学
も
あ

れ
ば
、「
構
造
系
」
に
大
き
く
片
寄
っ

て
い
る
大
学
も
あ
る
と
の
こ
と
。

︿
意
外
と
知
ら
な
い
ポ
イ
ン
ト
﹀

・
明
確
で
社
会
的
な
目
的
意
識
を
持

つ
学
生
が
多
い
。

・
大
学
に
よ
っ
て
「
構
造
系
」
と
「
意

匠
系
」
の
比
重
が
異
な
る
。

そ
の
ほ
か

人
工
知
能
や
経
営
工
学

金
融
工
学
は
ど
こ
で
学
べ
る
？

　

テ
レ
ビ
の
メ
デ
ィ
ア
な
ど
で
よ
く

取
り
上
げ
ら
れ
る
人
工
知
能
。

　
「
人
工
知
能
は
も
と
も
と
理
学
部

か
ら
派
生
し
て
い
る
分
野
で
、
工
学

部
に
は
人
工
知
能
の
先
生
が
い
な
か 

っ
た
り
し
ま
す
。
受
験
す
る
前
に
き

ち
ん
と
調
べ
る
こ
と
が
大
切
。
工
学

部
に
あ
り
そ
う
な
分
野
が
、
よ
く
調

べ
る
と
『
こ
の
大
学
の
工
学
部
に
は

な
か
っ
た
』
と
い
う
こ
と
が
意
外
と

あ
り
ま
す
か
ら
」（
高
木
教
授
）

　

工
学
部
の
中
に
は
、
イ
メ
ー
ジ
と

は
か
け
離
れ
た
分
野
も
あ
る
。
例
え

ば
、
経
営
工
学
や
金
融
工
学
。
こ
れ

ら
は
文
系
の
と
は
何
が
違
う
の
か
。

　
「
経
営
工
学
に
は
２
種
類
の
領
域

が
あ
り
ま
す
。
一
つ
目
は
、
品
質
管

理
が
主
体
の
も
の
。
い
か
に
欠
陥
の

な
い
製
品
を
短
時
間
で
多
く
作
る
か

と
い
う
こ
と
を
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

二
つ
目
は
、
文
系
で
も
扱
う
経
営
を

を
可
能
に
す
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
社
会
に

な
っ
た
今
、
こ
の
分
野
が
担
う
役
割

は
大
き
い
。「
情
報
工
学
の
先
生
に

尋
ね
る
と
、
必
要
な
学
力
は
『
何
よ

り
も
数
学
だ
』
と
言
わ
れ
ま
す
ね
。

情
報
と
い
う
名
は
付
き
ま
す
が
、
中

身
は
数
学
で
す
」
と
高
木
教
授
。

　

こ
の
分
野
も
、
形
の
あ
る
も
の
を

作
ら
な
い
。
一
日
中
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ 

グラフ１　理系学部の就職先
対
象
と
す
る
も
の
」。
そ
の
違
い
を

分
か
り
や
す
く
言
う
と
、
文
系
の
場

合
は
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
（
金
融
）

を
扱
い
、
工
学
部
の
経
営
は
ア
カ
ウ

ン
テ
ィ
ン
グ
（
会
計
）
を
扱
う
と
の

こ
と
。
金
融
の
研
究
が
、
仮
に
金
融

商
品
を
ど
う
動
か
せ
ば
利
益
が
最
大

に
な
る
か
を
考
え
て
い
く
こ
と
だ
と

す
れ
ば
、
会
計
の
場
合
は
、
原
料
費

や
製
造
費
用
、
人
件
費
な
ど
の
コ
ス

ト
の
合
計
と
、
売
り
上
げ
の
総
計
の

差
を
ど
う
す
れ
ば
大
き
く
な
る
か
を

考
え
て
い
く
。
原
料
費
や
製
造
費
用

は
工
学
分
野
で
な
い
と
分
か
ら
な
い

面
も
あ
る
の
で
、
工
学
部
で
扱
う
必

然
性
が
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
会
計
の

経
営
工
学
を
教
え
る
大
学
は
少
な
く
、

「
限
ら
れ
た
工
学
部
か
ら
選
ぶ
こ
と

に
な
る
と
思
い
ま
す
ね
。
品
質
管
理

の
経
営
工
学
な
ら
、
多
く
の
工
学
部

に
あ
り
ま
す
が
」
と
高
木
教
授
。

　

で
は
、
金
融
工
学
は
ど
ん
な
内
容

で
、
ど
こ
で
学
べ
る
の
か
。
高
木
教

授
の
話
で
は
、
国
立
大
の
工
学
部
で

は
あ
ま
り
扱
っ
て
い
な
い
と
の
こ
と
。

「
そ
も
そ
も
経
済
学
が
、
蓋
を
開
け

る
と
数
学
を
駆
使
す
る
も
の
で
、
金

融
工
学
は
数
学
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
さ
ら
に
高
度
に
か
け
る
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
」

　

金
融
工
学
科
と
い
う
独
立
し
た
学

科
は
な
い
の
で
、
よ
く
調
べ
て
先
生

を
見
つ
け
、
そ
の
学
部
学
科
を
目
指

す
し
か
な
い
。「
工
学
部
に
入
っ
て

数
学
の
力
を
身
に
付
け
、
経
済
学
の

大
学
院
に
行
く
と
い
う
道
も
あ
る
と

思
い
ま
す
」
と
高
木
教
授
。

︿
意
外
と
知
ら
な
い
ポ
イ
ン
ト
﹀

・
人
工
知
能
は
理
学
部
で
扱
っ
て
い

る
こ
と
が
多
い
。

・
経
営
工
学
に
は
、
主
に
品
質
管
理

と
経
営
（
会
計
）
の
２
領
域
。
経

営
を
学
べ
る
大
学
は
少
な
い
。

・
金
融
工
学
は
、
大
学
院
か
ら
学
ぶ

と
い
う
選
択
肢
も
あ
る
。

工
学
部
の
学
科
選
び

得
意
・
不
得
意
よ
り
も

ま
ず
性し

ょ
う

に
合
う
か
ど
う
か

　

高
木
教
授
は
、
工
学
部
の
学
科
選

び
で
迷
っ
た
と
き
、
ま
ず
土
木
・
建

築
系
に
興
味
が
あ
る
か
ど
う
か
を
考

え
て
み
れ
ば
良
い
と
助
言
す
る
。
興

味
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
分
野

の
学
科
を
選
ぶ
。
興
味
が
な
け
れ
ば
、

化
学
、
物
理
、
数
学
の
ど
の
科
目
が

好
き
か
を
考
え
、
選
択
肢
を
絞
っ
て

い
く
。「
た
だ
し
、
数
学
は
工
学
全

体
の
基
本
と
な
る
学
問
な
の
で
、
数

学
が
好
き
だ
か
ら
情
報
工
学
で
な
く

て
は
い
け
な
い
と
考
え
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
」
と
の
こ
と
。

　
「
例
え
ば
、
物
理
が
苦
手
で
も
、

機
械
や
も
の
づ
く
り
が
好
き
な
ら
ば

機
械
系
は
大
丈
夫
。『
物
理
が
嫌
い
』

で
は
困
る
の
で
す
が
、
研
究
室
で
必

要
と
な
る
専
門
の
知
識
は
範
囲
が
と

て
も
狭
く
、
そ
こ
さ
え
マ
ス
タ
ー
す

れ
ば
や
っ
て
い
け
る
。
科
目
の
得
意

不
得
意
と
い
う
よ
り
も
、
研
究
室
の

雰
囲
気
が
性
に
合
う
か
ど
う
か
を
ま

ず
考
え
た
ほ
う
が
良
い
。
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
な
ど
で
研
究
室
を
実
際

に
見
る
こ
と
を
強
く
す
す
め
ま
す
」

　

ま
た
、
工
学
部
は
産
業
と
の
結
び

付
き
が
強
く
、
メ
ー
カ
ー
に
採
用
さ

れ
る
学
生
が
多
い
が
、
学
部
卒
で
は

大
手
メ
ー
カ
ー
の
専
門
職（
技
術
職
）

を
得
る
の
は
難
し
い
と
の
こ
と
。「
修

士
卒
で
な
い
と
採
っ
て
く
れ
な
い

メ
ー
カ
ー
が
増
え
て
い
て
、
学
部
卒

だ
と
営
業
職
に
な
り
や
す
い
」
と
高

木
教
授
。
旧
帝
大
ク
ラ
ス
の
工
学
部

に
な
る
と
９
割
近
く
、
次
の
ブ
ロ
ッ

ク
で
も
８
～
７
割
の
学
生
が
大
学
院

に
進
学
す
る
と
い
う
。
工
学
部
志
望

の
生
徒
に
は
、
卒
業
ま
で
に
６
年
か

か
る
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
せ
た
い
。

　

東
海
地
区
の
12
大
学
の
工
学
部
で

構
成
さ
れ
る
「T

EC12

」
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
、
工
学
部
の
学
科
選
び

に
役
立
つ
情
報
や
Ｐ
Ｄ
Ｆ
資
料
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
東
海
地
区
以
外
の

進
路
指
導
で
も
使
え
る
と
思
わ
れ
る
。

「T
EC12

」
で
検
索
を
。

●特集　工学部の意外と知らない世界

表３　理系学部の主な就職先例（名古屋大学）
※上位10社とその全体の中の割合� 単位：人

※名古屋大学の大学案内（2016）P.61「平成24年度～平成26年度学部・大学院（前期）就職状況（上位10社）」より。

【理学部 ･理学研究科】 【農学部 ･生命農学研究科】 【工学部 ･工学研究科】
1 愛知県教員 33 愛知県職員 16 デンソー 118
2 名古屋市職員 11 名古屋市職員 10 トヨタ自動車 85
3 NTTデータ 6 竹本油脂 7 三菱電機 56
4 岐阜県教員 6 全国農業協同組合連合会 6 豊田自動織機 46
5 名古屋大学職員 6 イチビキ 5 中部電力 45
6 三菱東京ＵＦＪ銀行 6 大塚製薬 4 アイシン精機 44
7 東レ 5 カゴメ 3 川崎重工業 33
8 トヨタテクニカルディベロップメント 5 住友林業 3 三菱重工業 29
9 花王 4 田辺三菱製薬 3 アイシン・エィ・ダブリュ 26
10 三菱電機 4 明治 3 日立製作所 19


